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静岡商工会議所報［シング］
家 康 公 が 育 て た 商 工 業 を 未 来 へ家家 康家家 公 が 育 て た 商 工 業

駿府の殿さま今川義元にあいさつに行った時のできごとです。
殿さまはたいそうおこりましたが、こわいもの知らずの竹千代に感心し、
一目おくようになったのです。

※家康公の生涯を1年間、表紙で紹介します。

たたら なおき 作／絵

平成27年7月1日発行　第64号（毎月1日発行）

静岡商工会議所報［シング］
来 へ業 を 未

　　

清水港客船誘致・おもてなし
平成26年度事業報告・決算
小規模企業の海外展開方法



くわしくは、お近くの「せいしん」へ
平成27年7月1日現在



駿府静岡
　と
　　私

【第40回】

德
川
宗
家
十十
八
代
当
主
・
静
岡
商
工
会
議
所
最
高
顧
問 

德
川
恒
孝

つ
ね

な
り

　

天
文
十
八
年（
一
五
四
九
）、家
康
公

の
父・広
忠
が
亡
く
な
り
、松
平
家
を

主
と
仰
ぐ
三
河
武
士
た
ち
の
苦
難
の

時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
年
、今
川
勢
は
織
田
勢
と
の
合

戦
で
織
田
信
秀
の
子
で
あ
る
信
広（
信

長
の
兄
）を
捕
ら
え
、織
田
家
に
人
質

と
な
っ
て
い
た
家
康
公
と
交
換
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。八
歳
の
家
康
公

は
交
換
の
途
中
に
城
主
不
在
の
岡
崎

城
に
立
ち
寄
り
、家
臣
た
ち
の
涙
に
送

ら
れ
て
今
川
家
の
本
拠
地
で
あ
る
駿

府
へ
行
き
ま
す
。そ
し
て
そ
れ
か
ら
十

九
歳
ま
で
十
二
年
間
に
わ
た
っ
て
駿
府

で
成
長
し
ま
し
た
。

　

こ
の
今
川
家
人
質
時
代
は
、三
河
松

平
の
若
き
当
主
と
し
て
、今
川
義
元
か

ら
は
温
か
い
扱
い
を
受
け
て
い
ま
す
。

義
元
は
当
時
で
は
傑
出
し
た
文
化
人

で
あ
り
、武
将
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

家
康
公
を
今
川
一
門
格
の
武
将
に
育

て
上
げ
よ
う
と
、臨
済
寺
の
太
原
雪
斎

　

当
時
の
駿
府
は
、日
本
中
に
長
く
続

く
戦
国
の
中
に
あ
って
平
和
で
繁
栄
を

誇
っ
た
都
市
で
あ
り
、多
く
の
公
家
衆
、

学
僧
な
ど
の
知
的
集
団
が
集
ま
っ
て
い

た
大
文
化
都
市
で
あ
り
ま
し
た
。家

康
公
は
、そ
の
文
化
を
吸
収
し
つ
つ
成

長
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

十
六
歳
の
時
、義
元
の
姪
に
あ
た
る

関
口
義
広
の
娘
を
娶
り
、翌
年
に
初
陣

を
果
た
し
ま
し
た
。今
川
家
抱
え
の

若
き
武
将
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
の
で
す
。

　

家
康
公
は
後
に
な
っ
て
、義
元
の
墓

所
を
通
る
時
は
か
な
ら
ず
下
馬
し
て

礼
を
お
く
り
、高
家
と
し
て
召
し
抱

え
た
今
川
家
の
子
孫
に
は
丁
重
な
扱

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
時
代
を
過
ご
し
た
駿
府
へ
の

愛
着
は
強
く
、そ
の
後
、大
御
所
と
し

て
駿
府
城
を
構
え
、久
能
山
に
西
向

き
に
墓
を
建
て
る
よ
う
命
じ
て
、眠
り

に
つ
き
ま
し
た
。

と
い
う
傑
僧
か
ら
高
い
教
育
を
与
え
、

義
元
み
ず
か
ら
元
服
の
儀
を
行
い
ま

し
た
。雪
斎
は
僧
で
あ
る
と
と
も
に
、

義
元
の
参
謀
で
あ
る
武
人
で
も
あ
り

ま
し
た
。い
ま
も
臨
済
寺
に
は
、幼
い

家
康
公
が
使
わ
れ
た
小
さ
な
勉
強
机

が
残
って
い
ま
す
。

　

し
か
し
、駿
府
の
武
家
の
多
く
は

「
三
河
の
松
平
の
餓
鬼
が
来
た
」と
い

う
扱
い
で
、そ
れ
ほ
ど
居
心
地
が
良
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
番
感
受
性

の
強
い
時
代
に
、他
国
の
殿
様
の
人
質

と
い
う
弱
い
立
場
で
、馬
鹿
に
さ
れ
た

り
、い
じ
め
ら
れ
た
り
、は
げ
ま
さ
れ
た

り
し
た
こ
と
が
、家
康
公
の
人
を
見
る

目
、も
の
を
考
え
る
力
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、人
格
形
成
の
役
に
立
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

殿
様
の
息
子
で
周
り
は
全
員
が
目

下
と
い
う
環
境
で
育
っ
た
信
長
と
比
べ

る
と
、人
の
使
い
方
で
は
家
康
公
の
ほ

う
が
上
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

臨済寺。賤機山の南麓に位置し、雪斎長老が妙心寺の大休和尚を招いて開山とした禅宗寺院。幼い家康公が雪
斎を師として学んだと伝えられる。

め
と



あ　
　

７
月
５
日
㈰

設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

新
城
市・設
楽
原
歴
史
資
料
館
周
辺

℡
０
５
３
６‐

３
２‐

０
０
２
２

（
新
城
市
観
光
協
会
）

７
月
11
日
㈯ 

14
時
〜

連
続
講
座「
静
岡×

徳
川
時
代
」③

能
と
静
岡 

徳
川
家
と
能
楽 

観
世
家

静
岡
市・グ
ラ
ン
シ
ッ
プ・交
流
ホ
ー
ル

℡
０
５
４‐

２
８
９‐

９
０
０
０

（
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
）

７
月
11
日
㈯ 

18
時
〜

ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
１
５

 

一
万
人
の
港
響
曲

静
岡
市・マ
リ
ナ
ー
ト・大
ホ
ー
ル

℡
０
５
４‐

３
５
４‐

２
１
８
９

（
清
水
み
な
と
祭
り
実
行
委
員
会
）

７
月
11
日
㈯
〜
８
月
30
日
㈰

藤
枝・岡
部
の
浮
世
絵
展「
水
木
し
げ
る
の

妖
怪
道
五
十
三
次
と
妖
怪
ワ
ー
ル
ド
」

藤
枝
市・郷
土
博
物
館

℡
０
５
４‐

６
４
５‐

１
１
０
０

（
藤
枝
市
文
化
財
課
）

７
月
11
日
㈯ 

14
時
〜

三
河
時
代
の
家
康
を
考
え
る
②

三
河
一
向
一
揆
に
つ
い
て

岡
崎
市・岡
崎
市
福
祉
会
館・大
ホ
ー
ル

℡
０
５
６
４‐

２
８‐

５
０
０
０

（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
）

７
月
15
日
㈬

犀
ヶ
崖
念
仏
と
精
霊
送
り

浜
松
市・犀
ヶ
崖
公
園

℡
０
５
３‐

４
７
２‐

８
３
８
３

（
犀
ヶ
崖
資
料
館
）

７
月
18
日
㈯

小
和
田
哲
男
氏
講
演
会

「
徳
川
家
康
と
藤
枝
市
周
辺（
仮
）」

藤
枝
市・高
洲
公
民
館

℡
０
５
４‐
６
３
５‐

１
４
５
８（
高
洲
公
民
館
）

７
月
23
日
㈭ 
12
時
〜

徳
川
家
康
公
ジ
ャ
ズ
組
曲「
厭
離
穢
土
、

欣
求
浄
土
」コ
ン
サ
ー
ト・プ
レ
イ
ベ
ン
ト

静
岡
市
役
所
静
岡
庁
舎
新
館
１
Ｆ

℡
０
５
４‐

２
５
５‐

４
７
４
６

（
静
岡
市
文
化
振
興
財
団
）

７
月
25
日
㈯

第
62
回
安
倍
川
花
火
大
会

安
倍
川
河
川
敷

℡
０
５
４‐

２
２
１‐

７
１
９
９

（
安
倍
川
花
火
大
会
本
部
）

７
月
25
日
㈯
〜
３
月
21
日
㈪

子
ど
も
歴
史
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
５

藤
枝
市・郷
土
博
物
館

℡
０
５
４‐

６
４
５‐

１
１
０
０

（
藤
枝
市
文
化
財
課
）

７
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

お
や
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

小
山
市
役
所
西
側
駐
車
場 

他

℡
０
２
８
５‐

２
２‐

９
２
７
３

（
実
行
委
員
会
）

７
月
29
日
㈬
〜
８
月
２
日
㈰

岡
崎
城
下
家
康
公
夏
ま
つ
り

岡
崎
市・岡
崎
多
目
的
公
園 

他

℡
０
５
６
４‐

５
７‐

０
２
０
０

（
実
行
委
員
会
）

７
月
31
日
㈮
〜
８
月
２
日
㈰

第
68
回
清
水
み
な
と
祭
り

静
岡
市・清
水
さ
つ
き
通
り 

他

℡
０
５
４‐

３
５
４‐

２
１
８
９

（
清
水
み
な
と
祭
り
実
行
委
員
会
）

８
月
１
日
㈯
〜
10
月
25
日
㈰

甦
る
！
若
き
日
の
家
康
公
展

浜
松
市・浜
松
城

℡
０
５
３‐

４
５
３‐

３
８
７
２

（
浜
松
城・天
守
閣
）

８
月
１
日
㈯
〜
10
月
25
日
㈰

家
康
の
堀
見
え
る
化
事
業

浜
松
市・浜
松
城
公
園

℡
０
５
３‐

４
５
７‐

２
３
５
３

（
浜
松
市
公
園
課
）

８
月
１
日
㈯
〜
９
月
13
日
㈰

没
後
４
０
０
年
徳
川
家
康

天
下
人
の
遺
産

名
古
屋
市・徳
川
美
術
館

℡
０
５
２‐

９
３
５‐

６
６
６
８

平
成
27
年
７
月 家
康
公
四
百
年
祭
イ
ベ
ン
ト

※詳細は静岡商工会議所ホームページをご覧ください。

平
成
27
年
８
月

今年は家康公四百年祭特別企画がさらに祭りを盛り上げます！
❶ 家康公ゆかりの伝統文化
浜松遠州地方の郷土芸能「遠州大念仏」や、静岡市の「家康公リアルバルーンねぶた」

❸ カクキュー八丁味噌会場
カクキュー八丁味噌にサテライト会場が新登場！昭和の遊びに、岡崎グルメ、バーベキューも楽しめます。

❷ 特別ツアー  家康公ゆかりの地めぐり
「歴史かたり人と行く！家康公と北極星の謎を探るミステリーツアー」
◆出発日時：７月２９日（水）・３０日（木）・３１日（金）　午後５時３０分～午後８時３０分
◆定員：各日先着４０名　　◆料金：中学生以上／１，０００円  小学生／８００円  未就学児／無料
◆連絡先：ＪＴＢ中部岡崎支店　０５６４－２１－５１０５（お問い合わせ承ります）

◆開催日程：７月２９日（水）～８月２日（日） ５日間
※８月１日（土）は第６７回花火大会を併催

◆開催場所：岡崎公園（多目的広場、龍城神社前）、
　　　　　　乙川河川敷、籠田公園、伝馬通など

　
◆主　　催：岡崎城下家康公夏まつり実行委員会
　　　　　　事務局：岡崎活性化本部
　　　　　 （TEL 0564－57－0200）

で 検索岡崎城下家康公夏まつり



※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。
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・マル経資金説明相談会(静・清)

・第63回清水七夕まつり(～7/7 駅前銀座、清水銀座商店街)

・ビジネス実務法務検定試験

・創業・起業相談会(静)

・法律相談会(静)

・税務相談会(静)　・BCPセミナー(ホテルサンルート清水)

　

・福祉住環境コーディネーター検定試験

・許認可・著作権相談会(静)

・七間町青空市(七間町名店街)　・新入会員の集い27.7(静)

・税務相談会(清)　・創業・起業相談会(静)　・法律相談会(清)

・税務相談会(静)　・第95回「産学官交流」講演会・交流会(清)

・発明・特許相談会(静)

・第68回清水みなと祭り(～8/2 さつき通り・日の出埠頭)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)
・経営分析セミナー(清)　・経営者向けセミナー(清)

・IT・情報化相談会(静・清)　・創業相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)

・リテールマーケティング検定試験　・てんま夏まつり2015(伝馬町発展会)
・清水エスパルスVSヴィッセル神戸(アイスタ)
・U・I・Jターン大学生就職支援事業 静岡市内企業「交流会型」説明会(東京駅前ビル)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)
・融資相談会(静)　・清水巴川灯ろうまつり(稚児橋～港橋)

・許認可・著作権相談会(清)　・健康相談(静)
・融資相談会(清)　・司法書士相談会(静)

・ビジネスマネジャー検定試験
・清水エスパルスVS名古屋グランパス(アイスタ)

・法律相談会(静)　・常議員会(清)　・新しい品質管理入門セミナー(清)
・第41回長谷通歩行者天国夏祭り(～7/24長谷通商店街振興会)

・鷹の市・駿府市(鷹匠1丁目・駿府町商店街)
・第62回安倍川花火大会(安倍川橋上流)
・環境社会〈eco〉検定試験　・朝顔まつり(入江商店会)
・つながるくさなぎ夏フェス＆草薙マルシェ(草薙商店会)

・IT・情報化相談会(清)　・特許相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

特集：港湾・交通運輸部会
清水港の客船誘致・おもてなし
・清水港ならではのもてなしを
・清水港へのクルーズ船等寄港による経済効果
・セレブリティ・ミレニアム歓迎事業
・輸出物品販売場制度
・平成27年度 清水港客船等入港情報

家康公の今川家人質時代

平成26年度事業報告・収支決算

東京からこんにちは
元日本生命保険（相）
石橋三洋さん

わが社自慢の商品・サービス
静岡市のタクシー会社特集
経営革新から生まれた新商品、他
しごとなでしこ
辻 裕子さん
静岡の未来
望月篤仁さん

しずおか味な店
サングリア久能本店

オーレ！エスパルス！
杉山力裕選手
㈱ヤナセ

会議所TOPICS
商店街2015 夏のイベント情報

誌上経営相談
小規模企業の海外展開方法

7/14 プレミアム付商品券
販売対策セミナー

家康公四百年祭
７月イベント、岡崎城下家康公夏まつり

今年度の表紙は、家康公の生涯を、たたらなおきさん
が描きます。
歴代将軍が読むために編纂された江戸幕府の正史
『徳川実紀 家康公伝 付録巻一』は「家康が立小便を
して周囲を驚かす」として次の逸話を紹介しています。
「天文20年（1551）正月元日、今川氏の館にいらっし
ゃったとき、今川の家臣が（今川）義元の前に列座して
年頭のお祝いを申し上げた。幼い君（家康）がその中
にいらっしゃるので、どの人も不思議に思い、どのよう
な人の子であろうかというと、「松平清康の孫である」
という者がいたが（その言葉を）信じる者はいなかっ
た。そのとき、君（家康）は座を立ち縁先で、何気なく小
便をなさったが、落ち着いていて恥ずかしがる様子も
なかった。これにより周りの人々は驚いたという」。
たたらなおきさんは静岡市生まれの造形作家。
静岡市葵区千代田５丁目7-25-10
TEL054-245-0049

表紙／竹千代物語④今川の殿さまの前で立ち小便

写真で見る静岡商工会議所の動き
5月の商工会議所事業



　

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
で
は
、三
保
松
原
、日
本

平
、久
能
山
東
照
宮
な
ど
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
に

加
え
て
、由
比
本
陣
公
園
、富
士
山
、御
殿
場
プ

レ
ミ
ア
ム・ア
ウ
ト
レッ
ト
な
ど
への
バ
ス
ツ
ア
ー
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

客
船
の
大
型
化
に
伴
い
、バ
ス
の
台
数
も
増

え
、３
千
名
が
乗
船
す
る「
サ
フ
ァ
イ
ア・プ
リ
ン

セ
ス
」で
は
、団
体
ビ
ザ
で
入
国
す
る
中
国
人
観

光
客
が
75
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て
、富
士
山
や

御
殿
場
に
向
か
う
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、お
茶
摘
み
体
験
を
は
じ
め
、農
業

体
験
や
工
場
見
学
な
ど
の
ツ
ア
ー
を
提
案
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、大
勢
の
外
国
人
観
光
客
が
清
水
港
に

降
り
る
わ
け
で
す
か
ら
、清
水
港
な
ら
で
は
の

お
も
て
な
し
の
エ
ー
ス
に
な
る
も
の
、人
が
集
ま

り
、に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
文
化
を
創
って
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

港
湾
・
交
通
運
輸
部
会
特
集

今
回
の
港
湾・交
通
運
輸
部
会（
部
会
長
：
小
長
谷
修
誠
㈱
天
野
回
漕
店
取
締
役
会
長
、部
会
員
：
４
６
０
社
）特
集
で
は
、25
年
間
に
わ
た
る
誘
致

活
動
と
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
相
乗
効
果
で
、客
船
等
の
寄
港
隻
数
を
増
や
し
て
い
る
清
水
港
客
船
誘
致
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

清
水
港
へ
の
客
船
誘
致・お
も
て
な
し

　

平
成
２
年
２
月
、ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世

号
が
清
水
港
に
初
入
港
。こ
れ
を
ひ
と
目
見
よ

う
と
い
う
大
勢
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。こ
れ
を
契
機
に
、貨
物
船
だ
け
で
な
い
港
づ

く
り
への
機
運
が
高
ま
り
、平
成
２
年
４
月
、清

水
港
客
船
誘
致
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、私
が
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

清
水
港
に
は
、17
万
ト
ン
ま
で
の
大
型
船
の

入
港
が
可
能
で
す
。

　
５
年
先
に
は
年
間
20
隻
以
上
の
寄
港
を
目
標

に
、誘
致
活
動
、歓
迎
事
業
、大
型
客
船
に
対
応

で
き
る
港
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
に
は
５
号
上
屋
と
４
号
上
屋
を

興
津
地
区
に
移
設
し
、ソ
ー
ラ
ス
対
策
の
フ
ェン

ス
を
撤
去
し
て
親
水
空
間
を
整
備
し
ま
す
。さ

ら
に
、海
洋
文
化
都
市
シ
ミ
ズ
の
創
設
に
向
け
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
充
実
を
図
る
よ
う
提
案

し
て
い
ま
す
。

　

外
国
客
船
の
入
港
に
際
し
て
は
、清
水
港
な

ら
で
は
の
歓
迎
事
業
を
行
っ
て
、外
国
人
観
光

客
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

歓
迎
事
業
は
、入
港
時
の
静
岡
市
消
防
音
楽

　

外
国
客
船
の
誘
致
活
動
で
は
、２
年
毎
に
ア

メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、マ
イ
ア
ミ
な
ど
に
所
在

す
る
ク
ル
ー
ズ
会
社
を
訪
問
し
、清
水
港
が
富

士
山
を
眺
め
ら
れ
る
美
し
い
港
で
あ
る
こ
と
を

Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

25
年
間
、清
水
港
の
認
知
度
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
、平
成
25
年
６
月
に
富
士

山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、誘
致
活
動

と
の
相
乗
効
果
で
、清
水
港
に
寄
港
す
る
客
船

清
水
港
な
ら
で
は
の
も
て
な
し
を

望
月 
薫
さ
ん

清
水
港
客
船
誘
致
委
員
会　

会
長

ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱
代
表
取
締
役
会
長

富
士
山
を
眺
め
ら
れ
る
美
し
い
港
を
Ｐ
Ｒ

外
国
客
船
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
好
評

ツ
ア
ー
、お
も
て
な
し
の
充
実
を

海
洋
文
化
拠
点
の
整
備
に
む
け
て

隻
数
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。清

水
港
は
、新
し
い
寄
港
地
と
し
て
、ク
ル
ー
ズ
会

社
の
選
択
肢
の
中
に
入
って
き
ま
し
た
。

　

清
水
港
へ
の
客
船
誘
致
に
む
け
て
は
、清
水

港
か
ら
客
船
に
乗
る
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
人
口

も
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。静
岡
で

は
ま
だ
ク
ル
ー
ズ
文
化
が
定
着
し
て
い
ま
せ
ん

が
、客
船
が
大
型
化
し
、今
回
の「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド・プ
リ
ン
セ
ス
」で
は
、６
泊
７
日
で
朝
昼
晩
の

食
事
が
付
い
て
８
万
３
千
円
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
よ
り
良
い
プ
ラ
ン
も
出
て
お
り
、客
船
に

乗
り
や
す
く
な
って
き
て
い
ま
す
。

隊
や
地
元
、中
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に

始
ま
り
ま
す
。岸
壁
５
号
上
屋
前
で
は
、土
産

物
や
清
水
グ
ル
メ
を
販
売
す
る
マ
ル
シェ
を
開
催

し
、観
光
案
内
所
を
設
置
。

　

入
港
時
に
は
、主
催
者
あ
い
さ
つ
、船
長
あ
い

さ
つ
、花
束
と
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
を
行
う
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。

　
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
Ｆ
で
は
、お
茶
会
、着
物

の
着
付
け
な
ど
日
本
文
化
を
堪
能
し
て
い
た
だ

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。出
港
前
に
は
、船
内
で

清
水
芸
妓
に
よ
る
芸
者
踊
り
を
披
露
。岸
壁
上

で
は
和
太
鼓
な
ど
の
お
見
送
り
の
演
奏
を
行

い
、出
港
時
に
は
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。



　

清
水
港
日
の
出
埠
頭
に
入
港
す
る
国
内
外

の
ク
ル
ー
ズ
船
は
、富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
の
効
果
も
あ
り
、平
成
26
年
度
は
前
年
６

隻
の
２
倍
と
な
る
12
隻
が
寄
港
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
も
同
数
以
上
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄

港
予
定
で
す
。

　

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
清
水
港
湾

事
務
所
は
、平
成
26
年
度
に
清
水
港
に
寄
港
し

た
ク
ル
ー
ズ
船
12
隻
と
帆
船
１
隻
に
よ
る
経
済

波
及
効
果
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、約
８・３
億
円

（
１
隻
換
算
で
は
６
４
０
０
万
円
）に
及
び
、観

光・港
湾
関
係
産
業
の
雇
用
創
出
や
売
上
げ
等

（
所
得
増
加
）に
つ
な
がっ
た
と
推
計
し
ま
し
た
。

　

こ
の
数
字
の
算
出
の
も
と
と
な
る
単
価
は
、

静
岡
市
が
平
成
22
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
。そ
れ
に
よ
る
と
、ク
ル
ー
ズ
船・帆
船
の
来

訪
者
１
人
当
り
消
費
支
出
額
は
３
５
０
０
円
。

　

乗
船
客
の
１
人
当
り
消
費
支
出
額
は
、国
内

客
船
４
７
１
０
円
、外
国
客
船
６
１
６
６
円
。　

　

業
者
に
支
払
わ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
料

金
は
、国
内
客
船
５
０
０
万
円
、外
国
客
船
５
６

７
万
円
。

　

歓
迎
事
業
費
用
＋
寄
港
時
の
入
出
港
費
用

は
、国
内
客
船
２
５
２
万
円
、外
国
客
船
２
７
６

万
円
、帆
船
２
６
１
万
円
。

寄
港
1
回
で
6
4
0
0
万
円
！

清
水
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
等
寄
港
に
よ
る
経
済
効
果

セ
レ
ブ
リ
テ
ィ・ミ
レ
ニ
ア
ム
を
歓
迎

平
成
27
年
4
月
30
日（
木
）平成27年4月30日（木）12時30分前「セレブリティ・ミレニアム」が、清

水港に入港しました。

静岡市消防音楽隊の歓
迎演奏や、地元の幼稚
園児たちに迎えられ、着
岸しました。

青空のもと行われた歓
迎式典では、清水芸妓
衆による花束贈呈や記
念品の交換が行われま
した。

地元の高校生による和太鼓の演奏や、ブラスバンドに
見送られ、20時30分に出港していきました。

岸壁上では、マルシェが開催され、多くの人で賑わいま
した。乗船客は日本らしいお土産物に興味津々でした。

マリンターミナル内では、お茶会や着物
の着付け体験、書道体験などが開催さ
れ、多くの乗船客に日本文化を楽しん
でいただきました。

清水港へのクルーズ船等の寄港による経済波及効果
クルーズ船等の清水港への入港実績

クルーズ船等13隻（平成26年度）の入港で

経済波及効果は 　約 ※18.3億円
1隻換算で 約 ※2

参考文献／清水港周辺地域における観光振興策に関する調査研究（H22年度静岡市）

※1 直接効果5.2億円＋波及効果3.1億円
（直接効果は、来訪者と乗船客の消費支出、オプショナルツアー料金、
   歓迎事業費用、寄港時の入出港費用の合計）

※2 8.3億円÷13隻≒6,400万円／隻

※3 クルーズ船等とは、外国客船、国内客船、帆船を含む

6,400万円

港湾・交通運輸部会特集 清水港への客船誘致・おもてなし
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国外

清
水
港
の
臨
時
販
売
場
で
免
税
販
売

輸
出
物
品
販
売
場
制
度

　

消
費
税
法
等
の 
一 
部
改
正
に
よ
り
、輸
出
物

品
販
売
場
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、所
定
の
手
続
を
行
う
こ
と

で
、清
水
港
日
の
出
埠
頭
で
、外
国
ク
ル
ー
ズ
船

で
来
日
す
る
外
国
人
旅
客
に
物
品
を
免
税
販

売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

外
航
ク
ル
ー
ズ
船
等
が
寄
港
す
る
港
湾
施
設

内
に
、場
所・期
限
を
定
め
て
外
国
人
旅
客
の
た

め
の
臨
時
販
売
場
を
設
置
す
る
に
は
、上
記
の
５

つ
の
免
税
販
売
の
条
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、次

の
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

事
業
者
が「
輸
出
物
品
販
売
場
」と
し
て
物
品

を
免
税
販
売
す
る
た
め
に
は
、次
の
５
つ
の
条
件

を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
販
売
所
の
所
在
地
が
非
居
住
者（
外
国
人
旅

客
）の
利
用
度
が
高
い
場
所
に
あ
り
、非
居
住
者

に
対
す
る
販
売
に
必
要
な
人
員
の
配
置
と
物
的

施
設
を
有
し
、申
請
者
が
納
税
義
務
を
適
正
に

履
行
し
、資
力
と
信
用
が
十
分
で
あ
る
等
の
条
件

を
満
た
し
、納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
、「
輸

出
物
品
販
売
場
の
許
可
」を
受
け
て
い
る
こ
と
。

②
日
本
国
内
に
居
所
を
有
し
な
い「
非
居
住

者
」に
対
す
る
販
売
で
あ
る
こ
と
。

③
非
居
住
者
が
通
常
生
活
の
用
に
供
す
る
物

品
の
み
が
免
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

消
耗
品（
食
品
、飲
料
、薬
品
、化
粧
品
）で
は
、

同 

一 

店
舗
に
お
け
る
同 

一 

の
非
居
住
者
への
１

日
の
販
売
額
の
合
計
が
５
千
円
を
超
え
50
万
円

ま
で
の
も
の
が
免
税
の
対
象
。

輸
出
物
品
販
売
場

購
入
者（
非
居
住
者
）

免税購入
物品の輸出

購入記録票
の提出
⑦

税関

① 旅券（パスポート）等の提示

②「購入記録票」の作成

③「購入者誓約書」の提出

④「購入記録票」の旅券等への貼付（割印）

⑤ 免税対象物品の引渡し

⑥「購入者誓約書」の保存

免税店

外航クルーズ船等が
寄港する
見込みのある港湾

外航クルーズ船等の
寄港時

港湾施設

臨時販売場設置

臨時販売場を設置し
ようとする港湾施設
（船舶が接岸する岸壁
や旅客船ターミナル
など）について、事前
に納税地の所轄税務
署長の承認を受ける。

臨時販売所を設置す
る日の前日までに納
税地の所轄税務署長
に届出書を提出。

届出した臨時販売場は
輸出物品販売場として
免税販売が可能（注）。

事前承認港湾施設内に設置する臨時販売場については、一般型輸出物品販売場と
して当該臨時販売場において当該事業者が免税販売手続を行う必要があります。

国税庁HP＞ 税について調べる ＞ パンフレット ＞ 消費税関係 ＞ 輸出物品販売場関係
詳しくは、納税地の所轄税務署へお問い合わせください。

（注）

物
品
を
免
税
販
売
す
る
た
め
の
条
件

港
湾
施
設
に
お
け
る
臨
時
販
売
場
の
設
置

　
一 

般
物
品
で
は
、同 

一 

店
舗
に
お
け
る
同 

一 

の

非
居
住
者
へ
の
１
日
の
販
売
額
の
合
計
が
１
万

円
を
超
え
る
も
の
が
免
税
の
対
象
。

④
免
税
で
販
売
を
行
う
場
合
は
、上
の
図
の
手

続
に
よ
る
こ
と
。

⑤「
輸
出
物
品
販
売
場
」を
経
営
す
る
事
業
者

は
、購
入
者
が
作
成
し
た「
購
入
者
誓
約
書
」を

事
業
者
の
納
税
地
ま
た
は
輸
出
物
品
販
売
場
の

所
在
地
に
保
存
す
る
こ
と
。

①
臨
時
販
売
場
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
港
湾

施
設（
岸
壁
や
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
）に
つい
て
、

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
に「
事
前
承
認
港
湾
施

設
承
認
申
請
書
」を
提
出
し
、承
認
を
受
け
る
。

②
臨
時
販
売
場
の
設
置
日
の
前
日
ま
で
に
、納

税
地
の
所
轄
税
務
署
に「
事
前
承
認
港
湾
施
設

に
係
る
臨
時
販
売
場
設
置
届
出
書
」を
提
出
。

③
届
出
し
た
臨
時
販
売
場
は
、輸
出
物
品
販
売

場
と
し
て
免
税
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
す
。臨

時
販
売
場
で
は
、事
業
者
自
ら
が
免
税
販
売
手

続
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、岸
壁
等
に
臨
時
に
出
店
す
る
た
め
に
港

湾
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、港
湾
施
設
の
管

理
者
や
出
展
者
を
募
集
す
る
者
か
ら
、港
湾
施

設
の
使
用
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。



清
水
港
客
船
等
入
港
情
報

平
成
27
年
度

港湾・交通運輸部会特集 清水港への客船誘致・おもてなし
　

初
入
港
は「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・プ
リ
ン
セ
ス
」「
コ
ス
タ・ビ
ク
ト
リ
ア
」「
サ
フ
ァ
イ
ア・プ

リ
ン
セ
ス
」「
セ
ブ
ン
シ
ー
ズ・ボ
イ
ジ
ャ
ー
」「
ノ
ー
テ
ィ
カ
」「
ア
ル
タ
ニ
ア
」。

　

外
国
客
船
で
は
、欧
米
の
ク
ル
ー
ズ
会
社
が
、成
長
著
し
い
中
国
の
ク
ル
ー
ズ
市
場
む
け

に
展
開
す
る
東
ア
ジ
ア
の
シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

セレブリティ・ミレニアム
27年4月30日（木）12：30～20：30
27年10月23日（金）11：00～16：00
27年10月26日（月）7：00～15：00
総トン数 91,000t
全長 294.00m
全幅 32.00m
速力 24ノット

乗客定員 2,138名
建造 2000年
運航 セレブリティ・クルーズ
船籍 マルタ

ダイヤモンド・プリンセス
27年5月16日（木）7：00～17：00
総トン数 115,875t
全長 290.00m
全幅 37.50m
速力 22ノット

乗客定員 2,706名
建造 2004年
運航 プリンセス・クルーズ
船籍 イギリス

練習帆船「日本丸」
27年10月30日（金）～11月3日（火）
総トン数 2,570t
全長 110,09m

速力 13.2ノット

建造 1984年
定員 190名

アルタニア
28年３月14日（月）13:00～20：00
総トン数 44,500t
全長 231.00m
全幅 29.00m 全幅 13.80m
速力 18ノット

乗客定員 1,200名
建造 1984年
運航 フェニックス・ライゼン 運航 航海訓練所
船籍 バミューダ

サファイア・プリンセス
27年10月２日（金）8:00～16:00
総トン数 115,875t
全長 290.00m
全幅 37.50m
速力 22ノット

乗客定員 2,706名
建造 2004年
運航 プリンセス・クルーズ
船籍 イギリス

ノーティカ
28年３月13日（日）10:00～20：00
総トン数 30,277t
全長 181.00m
全幅 25.45m
速力 18ノット

乗客定員 684名
建造 2000年
運航 オセアニア・クルーズ
船籍 マーシャル諸島

飛鳥Ⅱ　
27年9月19日（土）7:00～14:00 
27年10月17日（土）12:00～18日（日）16:00 
27年10月31日（土）8:00～17:00 
27年11月17日（火）8:00～14:00 
総トン数 50,142t
全長 241.00m
全幅 29.60m
速力 21ノット

乗客定員 872名
建造 1990年（2006年改造）
運航 郵船クルーズ
船籍 日本

船籍 日本

セブンシーズ・ボイジャー
28年３月８日（火）8:00～15:00
総トン数 42,363t
全長 204.20m
全幅 28.60m
速力 20ノット

乗客定員 700名
建造 2003年
運航 リージェント・セブンシーズ・クルーズ
船籍 バハマ

コスタ・ビクトリア
27年6月27日（土）8:00～15:00
総トン数 75,166t
全長 252.37m
全幅 32.00m
速力 22ノット

乗客定員 2,394名
建造 1996年
運航 コスタ・クルーズ
船籍 イタリア

ぱしふぃっくびいなす
27年12月23日（水）8:00～14:00　
総トン数 26,594t
全長 183.40m
全幅 25.00m
速力 18ノット

乗客定員 620名
建造 1998年
運航 日本クルーズ客船
船籍 日本

※この予定は平成27年5月現在の情報であり、今後増減する場合がありますので、
　正確な情報は清水港客船誘致委員会までお問い合わせください。 清水港客船誘致委員会　事務局／静岡市清水港振興課　TEL:054-354-2432

ホームページ／http://www.shimizu-port.jp/index.html



　

平
成
26
年
度
か
ら
３
ヶ
年
の
第
２
次

中
期
行
動
計
画『
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

’16
』を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
地
域
企

業
か
ら
選
ば
れ
る
、存
在
感
あ
る
組
織
」

を
め
ざ
し
て
、次
の
３
本
の
主
要
テ
ー

マ
に
基
づ
き
、積
極
的
に
事
業
を
展
開

し
ま
し
た
。主
要
テ
ー
マ
の
概
要
は
、以

下
の
と
お
り
で
す
。

　

創
業
・
経
営
革
新
・
事
業
再
生
・
事
業

承
継・経
営
改
善
の
支
援
を
は
じ
め
、マ
ル

経
資
金
の
利
用
促
進
や
消
費
税
増
税
に

対
応
す
る
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談

事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、地
域
企
業
の

様
々
な
課
題
に
対
応
し
ま
し
た
。中
小

企
業
再
生
支
援
事
業
で
は
82
件
の
再
生

計
画
策
定
を
完
了
、経
営
改
善
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
で
は
４
５
２
件
の
利
用
を
受

け
付
け
た
実
績（
全
国
１
位
）を
挙
げ
た

ほ
か
、経
営
支
援
体
制
を
さ
ら
に
強
化

す
る
た
め
、「
静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
」を
６
月
２
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
静
岡
県
中
部
４
商
工
会
議
所
合
同

個
別
商
談
会
」や「
し
ず
お
か
農
商
工
連

携
交
流
会
」を
開
催
す
る
ほ
か
、小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
つい
て
は
１
３

２
件
の
申
請
を
支
援
す
る
な
ど
、販
路

市
場
開
拓
の
支
援
に
重
点
を
置
い
た
事

業
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は「
静
岡
県
後
継
者
バ
ン
ク
事
業
」を

開
始
し
、起
業
家
55
名
の
登
録
を
受
け

付
け
ま
し
た
。後
継
者
不
在
事
業
主
と

登
録
起
業
家
と
の
引
き
合
わ
せ
を
23
回

行
い
、２
件
が
成
約
に
至
り
ま
し
た
。

　

静
岡
県
地
域
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

で
は
、富
士・浜
松
商
工
会
議
所
が
新
た

に
加
わ
り
、当
会
議
所
と
沼
津
商
工
会

議
所
の
県
内
４
拠
点
で
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド

制
度
の
普
及
促
進
に
努
め
、県
内
全
域
で

４
３
１
社
の
訓
練
実
施
計
画
認
定
を
支

援
し
ま
し
た
。

　
「
駿
河
湾
地
域
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
は
、静
岡
大
学
と
の
共
同
研
究
か

ら『
高
温
や
乾
燥
に
よ
る
植
物
環
境
ス
ト

レ
ス
耐
性
向
上
資
材
』を
開
発
し
、日
本

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
特
許
を
取
得
し
ま

し
た
。

　

製
造
業
部
会
の
木
漆
分
科
会
で
は
、

『
第
１
回
駿
河
も
の
づ
く
り・伝
統
産
業

フ
ェ
ア
』を
11
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
開

催
し
、24
社
が
出
展
し
て
２
０
０
点
以
上

を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
次・２
次・３
次
産
業
そ
れ
ぞ
れ
の
連

携
強
化
を
図
り
、農
林
水
産
業
と
商
工

業
と
の
連
携
策・推
進
策
等
に
つ
い
て
調

査・研
究
す
る
こ
と
を
目
的
に「
食
文
化

み
ら
い
創
造
推
進
特
別
委
員
会
」を
設

置
し
ま
し
た
。

　

行
政
要
望
の
結
果
、歴
史
文
化
施
設

や
駿
府
城
公
園
の
整
備
、三
保
松
原
の
施

設
整
備
や
松
原
の
保
全
、清
水
港
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
活
性
化
な
ど
、当
会
議

所
か
ら
要
望
し
た
事
業
が
第
３
次
静
岡

市
総
合
計
画
に
数
多
く
掲
載
さ
れ
る
な

ど
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

静
岡
市
や
関
係
団
体
、商
業
者
等
と

連
携
し
、新
た
な
静
岡・清
水
中
心
市
街

地
活
性
化
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
を
進

め
る
ほ
か
、賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。

「
Ｉ
Ｌｏｖｅ
し
ず
お
か
協
議
会
」で
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
清
掃
美
化
活

動
、『
し
ず
お
か〝
お
ま
ち
〞で
Ｗ
ｉｎ
ｔｅｒ

１
． 企
業
づ
く
り

〜
地
域
企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援
〜

２
． 地
域
づ
く
り

〜
都
市
の
魅
力
向
上
と
賑
わ
い
あ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
み
〜

・静岡県よろず支援拠点では
　年間2,014件の相談に対応しました。

・10月に開催した静岡県中部4商工会議所合同個別商
談会では45社が参加し、147の商談が行われました。

平
成
26
年
度
事
業
報
告

静
岡
商
工
会
議
所



Ｆｅｓ
ｔ
ｉｖａ
ｌ
』な
ど
の
様
々
な
事
業
を

実
施
し
、当
会
議
所
も
積
極
的
な
支
援・

協
力
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
水
港
に
つ
い
て
は
、最
適
な
物
流
拠

点
港
と
し
て
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、当

会
議
所
等
の
客
船
誘
致
活
動
に
よ
り
、

年
間
で
延
べ
12
隻
の
大
型
客
船
が
寄
港

し
て
大
き
な
経
済
効
果
を
生
み
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
の
家
康
公
四
百
年
祭
に
向

け
て
、４
月
16
日
に「
平
成
の〝
徳
川
家
臣

団
〞大
会
」を
開
催
し
、家
臣
の
子
孫
な

ど
約
１
，２
０
０
名
が
駿
府
に
集
結
し
ま

し
た
。ま
た
、御
宿
や
対
馬
、唐
津
、川

越
、小
山
等
の
国
内
各
地
へ
の
協
力
依
頼

を
行
っ
た
ほ
か
、釜
山
文
化
財
団
へ
の
訪

問
や
朝
鮮
通
信
使
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
、台
北
マ
ラ
ソ
ン
と
の
友
好
協
定
の
調

印
な
ど
、国
外
向
け
の
活
動
も
積
極
的

に
行
い
ま
し
た
。11
月
12
日
に
は
事
業
の

成
功
と
機
運
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た

め
総
決
起
大
会
を
開
催
、１
月
17
日
に

は
静
岡
浅
間
神
社
で
四
百
年
祭
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
や

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
に
よ
る
ロ
ケ

誘
致
、「
静
岡
伝
統
芸
能
振
興
会
」の

運
営
な
ど
、交
流
人
口
拡
大
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

第
２
次
中
期
行
動
計
画
に
基
づ
き
、Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
事
業
の
進
捗
管

理
を
行
い
、組
織・財
政
基
盤
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
議
所
活
動
の
基
盤
と
な
る
会

員
増
強
活
動
を
推
進
し
、昨
年
度
達
成

し
た
１
３
，０
０
０
会
員
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、経
営
に
関
す
る

相
談
を
は
じ
め
、会
員
事
業
所
の
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
対
応
す
る「
会
員
な
ん
で
も
相

談
室
」を
設
置
し
、会
員
の
満
足
度
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。平
成
27
年
１
月
に
開

催
し
た「
新
春
会
員
の
集
い
」は
１
，３
０
０

名
を
超
え
る
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

３
． 基
盤
づ
く
り

〜
会
員
満
足
度
の
向
上
と

組
織・財
政
基
盤
の
強
化
〜

・I Loveしずおか協議会のWinter Festivalでは
　“おまち”の冬を素敵に演出しました。

・新春会員の集いには、会社役員や従業員のほか、
　ご家族の皆様にも広くご参加いただきました。

・家康公四百年祭オープニングセレモニーではイベント
の幕開けを宣言するとともに成功を祈願しました。

静岡商工会議所　平成26年度収支決算

 （単位：千円）

1. 会　費
2. 事 業 収 入
3. 交　付　金
4. 雑　収　入
5. 繰　入　金
6. 繰　越　金

181,700
283,745
103,099
37,494
5,507

118,637
合　　計 730,182

合　　計

◆収入の部

支　出　計 587,313
収支剰余金 142,869

科　　目 決 算 額 科　　目 決 算 額
1. 事　業　費
１）一般事業費
２）委託事業費

2. 管　理　費
3. 繰　出　金

328,838
231,643
97,195
219,251
39,224

◆支出の部

●一般会計
●法定台帳関係費特別会計
●小規模事業経営支援事業費特別会計
●会館運営特別会計
●特定退職金共済制度特別会計
●静岡県中小企業再生支援事業
●中小企業再生支援協議会・機能強化事業
●静岡県経営改善支援センター事業
●静岡県事業引継ぎ支援センター事業
●静岡県よろず支援拠点事業
●静岡市清水産業・情報プラザ指定管理事業
●退職給与資金特別会計
●労働保険料特別会計

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成26年度収支決算合計 3,706,293千円

一　般　会　計

＜ 決 算 規 模 ＞

 （単位：千円）

730,182

730,182千円
12,441千円
239,594千円
79,150千円

1,556,639千円
134,815千円
97,214千円
87,069千円
58,036千円
40,918千円
78,668千円
299,418千円
292,149千円



　　

国
内
有
名
模
型
メ
ー
カ
ー
な
ど
76
社
が
一

堂
に
会
し
、注
目
の
新
製
品
を
発
表
す
る

「
静
岡
ホ
ビ
ー

シ
ョ
ー
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

円
安
の
影
響
も

あ
り
、世
界
中

か
ら
多
く
の
バ

イ
ヤ
ー
が
訪
れ
、

４
日
間
で
約

８
４
，３
０
０
人

の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
16
回
目
を
迎
え
た「
清
水
港
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

は
装
い
を
新
た

に
し
、市
民
参

加
型
の
花
の
イ

ベン
ト
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
清
水

区
で
生
産
さ
れ

た
バ
ラ
や
洋
花

で
彩
ら
れ
、会

場
前
の
埠
頭
に
は
大
型
豪
華
客
船
も
寄
港
し

１
５
，０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　　

青
年
部
の「
平
成
27
年
度
通
常
会
員
総
会
」

を
市
内
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。来
賓
に

村
上
副
会
頭
、漆
畑
女
性
会
会
長
ら
を
迎

え
、福
井
会
長
か
ら「
本
年
度
は〝
成
長
〞を
キ

ー
ワ
ー
ド
に

取
り
組
み
、

静
岡
Ｙ
Ｅ
Ｇ

全
会
員
一
丸

と
な
っ
て
頑

張
り
ま
し
ょ

う
」と
の
挨

拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

当
会
議

所
静
岡
事

務
所
で
開

催
し
、
現

在
の
法
人

51
社・個
人

１
０
４
人

の
会
員
数

を
２
倍
に

増
や
す
目
標
や
、８
〜
９
月
に
行
う「
天
守
台

跡
地
を
人
の
輪
で
再
現
」す
る
市
民
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
な
ど
本
年
度
の
事
業
計
画
を
決
定

し
ま
し
た
。

　　
「
現
場
改
善
で
企
業
体
質
を
強
化
！
」を

テ
ー
マ
に
、５
Ｓ
や
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
だ

㈲
巴
川
加
工

所
取
締
役
北

川
信
央
氏
や

ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
長
井
誠

氏（
ナ
ガ
イ
シ

ン
ク
タ
ン
ク
）、

杉
本
勝
治
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

マ
ン
パ
ワ
ー
カ

フ
ェ
）が
事
例

発
表
を
行
い
、

参
加
者
は
皆

熱
心
に
聴
講

し
ま
し
た
。

　

当
会
議
所
と
静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

主
催
に
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
は
国
民
全
員
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
交
付

し
、
社
会
保

障
・
税
な
ど
の

管
理
統
一
を

進
め
る
国
の
制

度
で
、平
成
28

年
１
月
か
ら

運
用
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

内
閣
官
房
所
属

の
講
師
か
ら

制
度
概
要
と

実
務
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

異
業
種
企
業
交
流
会
の「
平
成
27
年
度
総

会
」を
ホ
テ
ル
ク
エ
ス
ト
清
水
に
て
開
催
し
ま

し
た
。総
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、10
年

間
代
表
幹
事

を
務
め
た
中

村
彰
男
氏
は

顧
問
に
就
任

し
、新
た
に
㈱

カ
ネ
キ
ュ
ウ
の

望
月
省
吾
氏

が
代
表
幹
事

に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

第
54
回
静
岡
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー

5/28

製
造
現
場
改
善
支
援
事
業

成
果
発
表

5/26

異
業
種
企
業
交
流
会 

総
会

5/28

清
水
港
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５

・清水区産のバラや洋花 ・・大勢の来場者で賑わうツインメッセ静岡会場

・総会で挨拶する平成27年度会長 福井智和氏

・経営者・総務担当者を中心に150名超が受講
・新代表幹事 望月省吾氏（左）と前代表幹事 中村彰
男氏（右）

・会長に後藤康雄会頭、最高顧問に徳川宗家
18代当主徳川恒孝氏が就任

・企業経営者など80名が参加

青
年
部 

総
会

5/21

5/16

駿
府
城
を
愛
す
る
会 

総
会

5/25

5/14
～17



※6月13日現在の情報ですので、開催日時等が変更になる場合があります。 ※開催場所の記載がないものは、各商店街が会場となります。

【お問い合わせ先】 静岡商工会議所  中小企業相談所
静岡支所 商工振興課 TEL 253-5113　清水支所 経営支援課 TEL 353-3401

8月30日（日） 10:00～15:00 草薙商店会 「つながるくさなぎ夏フェス（仮称）」

9月27日（日） 17:00～21:00 太田町商店会 「第30回ふるさと夜店市」

8月 8日（土） 18:00～21:00 曲金商店会 「曲金夏祭り夜店市」

7月 4日（土） 10:00～15:00 静岡市民会館通り商店会 「七夕まつり・七夕百縁市 2015」

7月23日（木）
　～24日（金） 18:00～20:30 長谷通商店街振興会 「第41回長谷通歩行者天国夏まつり」

8月 1日（土）
　～ 2日（日） 18:00～21:00 駅南銀座振興会 「第38回駅南銀座納涼夜店市」

8月15日（土）
　～16日（日） 16:00～20:30 けやき通り発展会 「第3回けやき通りの夜店市」

7月26日（日） 8:00～12:00 入江商店会 「朝顔まつり」

7月16日（木） 18:30～21:00 清水銀座商店街、入江商店会、次郎長通り商店会、万世町
「清水巴川灯ろうまつり」

7月11日（土） 13:00～17:30 伝馬町発展会 「てんま夏祭り 2015」 （場所：けやき通り）

7月 4日（土）
　～ 7日（火）

10:30～21:00
（4日は～21：30）

清水銀座商店街、清水駅前銀座商店街、清水中央銀座商店会
「第63回清水七夕まつり」

8月14日（金）
　～16日（日） 16:00～21:00 中央商店街連合会（紺屋町・呉服町・呉六・七間町）

「第53回静岡夏まつり夜店市」

8月22日（土） 16:00～20:30 鷹匠１丁目商業発展会・駿府町１区発展会
「いかざぁ！鷹匠・駿府 夏夜市」

◆七間町青空市
◆鷹の市＆駿府市

第３・５土曜日 13:00～17:00 （七間町通り［七間町名店街］）
第４土曜日 9:00～14:00 （北街道［鷹匠１丁目商業発展会・駿府町１区発展会］）

その他、毎月実施されているイベント



鈴与自動車運送
お客様のニーズに合わせた、環境と安全に配慮した運送を行っています。

〒424-0206　静岡県静岡市清水区興津清見寺町1375-51　TEL054-369-3131　FAX054-369-3437

代表取締役社長　新間　克樹



誌 上

経営
相　談
POINT小
規
模
企
業
の
海
外
展
開
方
法

株式会社ありがとう
代表取締役
静岡商工会議所・専門相談員

櫻井 渉 さん
わたる

海
外
展
開
に
は
無
数
の
方
法
あ
り

地
道
な
一
歩
に
、成
功
の
可
能
性

以
前
か
ら「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
」に
興
味
が
あ
る
の
で
す
が
、

小
規
模
企
業
で
も『
海
外
展
開
』は
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
？

回 答 　

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
、貿
易・海
外
投
資
に

関
す
る
個
別
相
談（
無
料
）に
応
じ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、中
小
企
業
相
談
所
へ
。

静
岡
支
所　

電
話
０
５
４‐

２
５
３‐

５
１
１
３

清
水
支
所　

電
話
０
５
４‐

３
５
３‐

３
４
０
１

海
外
展
開
の
種
類

　

私
は
、海
外
展
開
企
業
を
大
き
く
分
け
て

「
貿
易
取
引
を
行
って
い
る
企
業
」、「
海
外
進
出

し
て
い
る
企
業
」と「
国
際
化
を
活
用
し
て
い
る

企
業
」、の
三
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。よ
く
ご
質

問
を
い
た
だ
く「
国
際
化
を
活
用
す
る
」と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
を
事
例
で
説
明
し
ま
す
。

　

あ
る
メッ
キ
業
者
は
、国
際
的
に
環
境
の
法
整

備
が
早
い
ヨ
ー
ロッ
パ
諸
国
の
環
境
情
報
を
い
ち

早
く
入
手
す
る
こ
と
で
技
術
や
新
製
品
の
開
発

小
規
模
企
業
の
海
外
展
開
が
増
加

　

最
近
で
は
、小
規
模
企
業
の『
海
外
展
開
』に

関
し
て
、様
々
な
業
種・業
態
で
成
功
事
例
が
出

て
き
て
い
ま
す
。個
々
の
事
例
は
割
愛
し
ま
す

が
、各
社
独
自
の
ユニ
ー
ク
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。「
大

き
な
資
金
を
投
入
で
き
な
い
な
ら
、な
る
べ
く
資

金
を
か
け
な
い
」、「
人
材
が
い
な
け
れ
ば
人
を

使
わ
な
い
」な
ど
、ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の『
海

外
展
開
』方
法
が
あ
り
ま
す
。

目
的
と
取
り
組
み
方
法

　

最
後
に
、『
海
外
展
開
』で
成
功
さ
れ
て
い
る

企
業
の
共
通
点
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
ま
す
。

ま
ず
は
、「
何
を
し
た
い
の
か
」と
い
う
目
的
を

し
っ
か
り
決
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。方

向
性
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
、良
い
結
果

は
出
ま
せ
ん
。ま
た
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
環
境
は

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
の
で
、弛
ま

な
い
情
報
収
集
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

目
的
に
向
か
っ
て
、自
分
の
周
り
の
あ
ら
ゆ

る
モ
ノ
を
活
用
し
て
情
報
収
集
し
な
が
ら
進
め

て
い
け
ば
、貴
社
も『
海
外
展
開
』の
成
功
者
に

な
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
『
海
外
展
開
』と
言
う
と
、 一 

般
的
に
は
輸
出

や
輸
入
と
いっ
た「
貿
易
取
引
」や
海
外
に
生
産

拠
点
等
の
会
社
を
設
立
す
る「
海
外
進
出
」を

指
し
ま
す
が
、そ
の
他
に
も
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
と

呼
ば
れ
る
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。し
た

がって
、企
業
の
規
模
で『
海
外
展
開
』が
で
き
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、自
社
の
中
で

い
か
に
海
外
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
い

く
か
で
す
。要
は
、貴
社
に
合
っ
た『
海
外
展
開
』

を
行
え
ば
よ
い
の
で
す
。

に
繋
げ
て
、日
本
国
内
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て

他
社
よ
り
優
位
性
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
に
、直
接
的
な
取
引
等
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、海
外
情
報
を
う
ま
く
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
入

れ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

ご
参
考
ま
で
に
、海
外
展
開
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
を
表
に
し
て
み
ま
し
た
。 一 

般
的
に
は
上
か

ら
下
に
行
く
に
つ
れ
て
、ビ
ジ
ネ
ス
の
難
易
度
が

上
が
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

「
資
金
」が
よ
り
多
く
掛
か
る
よ
う
に
な
り
、

「
リ
ス
ク
」も
増
え
て
い
く
と
理
解
し
て
下
さ
い
。

何
れ
に
し
ろ
、自
社
が
取
り
組
め
る『
海
外
展

開
』を
行
って
い
く
の
が
王
道
と
言
え
ま
す
。

国際化のフローチャート

国内取引

情報収集・活用

国内輸出
間接的な海外取引（商社経由）
海外向け広報

● 外国語版ホームページ作成
● 商標や特許の取得
● 国際規格の認証取得
● 見本市出展

★

貿易取引 （直接輸出、直接輸入、技術取引）★

海外進出★

生産委託
技術提携
資本参加 

外国人の活用
（研修生・実習生の利用、留学生等の雇用）

①駐在員事務所

②支店

③法人設立 合弁

生産地として
市場として
その他

独資

た
ゆ



無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

7月22日㈬ 14：00～
TEL054-355-5400
7月28日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

清水産業・情報プラザ
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

清水港をベースに、日本全国へ、世界へ、物流のあらゆるニーズにお答えします。

〒424-0103　静岡市清水区尾羽471-1
TEL（054）371-5520　FAX（054）371-5531

営業種目　倉庫業　海運貨物取扱業　通関業　一般貨物自動車運送業　船舶代理業
　　　　　梱包業・製函業および製函製品販売業　産業廃棄物収集運搬業　
　　　　　毒劇物販売業　港湾運送関連事業

清 水 倉 庫 株 式 会 社



われらオレンジサポーター！
　

当
社
は
、１
９
１
５
年
に
輸
入

車
の
販
売
を
始
め
て
か
ら
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
の
清
水
エ
ス
パ
ル
ス

vs
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
戦
で
は
、ス

タ
ジ
ア
ム
の
内
外
に
メ
ル
セ
デ
ス・

ベ
ン
ツ
車
両
を
展
示
す
る
６
回
目

の「
メ
ル
セ
デ
ス・ベ
ン
ツ・マ
ッ
チ
」

を
実
施
し
、ご
好
評
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、当
日
は「
ヤ
ナ
セ
エ

ス
パ
ル
ス
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
」を
創
設
。今

シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
最
も
活
躍
し

た
選
手
に
来
年
１
年
間
、メ
ル
セ

デ
ス・ベ
ン
ツ
車
を
提
供
す
る
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
ゴ
ー
ル
を
守
る

　

清
水
エ
ス
パ
ル
ス

は
選
手
が
み
ん
な
仲

良
く
て
、川
崎
フ
ロ

ン
タ
ー
レ
と
雰
囲
気

が
似
て
い
ま
す
。ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、練
習

場
、サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
が
整
っ
て
い
て
、

選
手
が
プ
レ
ー
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
入
り
し
て
10
年
目
で
す
が
、エ
ス
パ
ル
ス
は
若
い
選
手

が
多
い
の
で
、自
分
も
気
持
ち
は
若
い
ま
ま
、今
ま
で
の
経
験

を
若
い
選
手
た
ち
に
プ
レ
ー
で
示
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
エ
ス
パ
ル
ス
の
Ｇ
Ｋ
は
４
人
。そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
っ
て
、お

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。き
つ
い
練
習
で
も
、４
人
で

声
を
か
け
あ
っ
て
乗
り
切
れ
る
よ
う
に
や
っ
て
い
ま
す
。怪
我

を
し
な
い
よ
う
に
下
半
身
を
強
化
し
、キ
ッ
ク
の
距
離
や
精

度
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

試
合
中
は
、後
ろ
か
ら
チ
ー
ム
を
盛
り
あ
げ
て
い
く
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
。Ｄ
Ｆ
の
選
手
た
ち
に
相
手
の
マ
ー
ク
に

つ
く
よ
う
に
声
を
か
け
た
り
、コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
に
な
っ
た
と
き

に
は
、集
中
す
る
よ
う
に
声
を
出
し
ま
す
。セ
ッ
ト
プ
レ
ー
で

ボ
ー
ル
を
ク
リ
ア
し
た
後
に
、気
持
ち
が
緩
ん
で
失
点
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、集
中
力
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
す
。

　

ど
ん
な
シ
ュ
ー
ト
で
も
止
め
ら
れ
る
Ｇ
Ｋ
が
理
想
で
す
が
、

シ
ュ
ー
ト
を
打
た
れ
な
け
れ
ば
、失
点
す
る
こ
と
は
な
い
の

で
、Ｄ
Ｆ
の
選
手
と
常
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、な

る
べ
く
シ
ュ
ー
ト
を
打
た
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。ま
た
、シ
ュ

ー
ト
を
打
た
れ
た
場
合
も
、Ｄ
Ｆ
の
選
手
に
コ
ー
ス
を
限
定

さ
せ
れ
ば
、そ
う
簡
単
に
は
や
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。サ
ッ

カ
ー
は
、チ
ー
ム
と
し
て
戦
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

選
手
は
み
ん
な
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
て
、チ
ー
ム
と
し
て

も
徐
々
に
出
来
あ
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、守
る
べ
き
人
が
守

っ
て
、点
を
決
め
る
べ
き
人
が
決
め
れ
ば
、も
っ
と
上
に
行
け

る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
責
任
を
も
っ
て
プ
レ

ー
し
ま
す
の
で
、引
き
続
き
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

（
６
月
３
日
取
材
）

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
７
年
５
月
１
日
、静
岡
市
生
ま
れ
。三
浦
和
良
選
手

に
憧
れ
て
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
、シ
ジ
マ
ー
ル
選
手
を
見
て
Ｇ

Ｋ
を
め
ざ
す
。麻
機
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、キ
ュ
ー
ズ

Ｆ
Ｃ
、静
岡
学
園
高
校
を
経
て
、２
０
０
６
年
、川
崎
フ
ロ
ン

タ
ー
レ
に
加
入
。Ｕ-

16
と
Ｕ-

19
の
日
本
代
表
に
選
出
。２

０
１
５
年
、清
水
エ
ス
パ
ル
ス
に
加
入
。

す
ぎ
や
ま
り
き
ひ
ろ

21

杉
山
力
裕 

選
手

GK

オーレ！

〈連絡先〉
株式会社 ヤナセ 神奈川静岡営業本部　 副本部長 長田一宏
静岡市葵区長沼694-1（2016年４月、新社屋オープン！）　 
TEL054-261-4105　 
http://plaza.yanase.co.jp/shizuoka/

㈱
ヤ
ナ
セ 

神
奈
川
静
岡
営
業
本
部

創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

「
エ
ス
パ
ル
ス
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
」を
創
設
！

ＭＶＰに提供するメルセデス・ベンツCLA-Class

横浜戦でベンツのキーを贈る長田副本部長



〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方はぜひご受講ください。
※平成26年12月開催セミナーより、最新版「弥生15シリーズ」でのセミナー開催となります。

“かんたん” “やさしい” “いちばん売れている” 弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく 新消費税（8％）にも対応！

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

弥生＂15＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

会社〈経営〉を会社《継栄》に
自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る

【単年経営計画作成】　1年間の経営計画を、売上・経費毎に作成します。
【中期五ヵ年経営計画作成】　5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。
随時開催　　料金：32,400円～　　お申込み・お問い合せはお電話でお気軽にどうぞ。

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生14シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指
導も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

日　程

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

8月17日㈪

8月17日㈪

7月8日㈬

7月8日㈬

〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33

FAX：054-277-2526

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方はぜひご受講ください。
※平成26年12月開催セミナーより、最新版「弥生15シリーズ」でのセミナー開催となります。

“かんたん”“やさしい”“いちばん売れている”弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく 新消費税（8％）にも対応！

弥生＂15＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種 ご注 も ◆◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/ は又は

TEL：054-277-2525/F
MAIL：info.haratax@gmail.com

～継続して繁栄する会社を目指す～
当事務所は
『経営革新等支援機関』です！会社〈経営〉を会社《継栄》に

自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る
【単年経営計画作成】　1年間の経営計画を、売上・経費毎に作成します。
【中期五ヵ年経営計画作成】【中期五ヵ年経営計画作成】5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。　5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。
随時開催　 料金：32,400円～　 お申込み・お問い合せはお電話でお気軽にどうぞ。

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑↑↑↑↑↑↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生14シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指
導も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

日　程

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

8月17日㈪

8月17日㈪

7月8日㈬

7月8日㈬

参加店舗を応援します！

１． 静岡県よろず支援拠点事業について
〔内 容〕

２．プレミアム商品券の発行事業について

３．販売促進の為のマーケティング～基本編

４．プレミアム商品券発行に対応した商売
～三つの考え方

家康公四百年祭記念プレミアム付商品券
販売対策セミナー
「静岡県よろず支援拠点」は、経済産業省が全国４７都
道府県に各１か所設置した経営専門相談所で、中小企
業・小規模事業者、創業者の皆様のコンシェルジュです。
静岡県では静岡商工会議所に設置されています。
今回のセミナーでは、プレミアム商品券の発行を上手に
商売に繋げるための方法を解説します。

日 時 27年7月14日（火）
時 間 18：30～20：30
会 場 静岡商工会議所 4階 401号室

申 込 ＨＰまたはお電話（253-5117）にてお申し込み下さい。

講 師 杉山 浩之静岡県よろず支援拠点
サブコーディネーター

定 員 40名 (小売業・サービス業） 費 用 無 料

で 検索静岡県よろず支援拠点



夢と創作の
アトリエ・クレーヴ

アトリエ・クレーヴは地産
地消を目指し、地元静岡
の食材や国産小麦粉を
使用した創作ベーグルと
お菓子の専門店です。小
さな隠れ家みたいなお店
ですが、美味しい創作
ベーグルとお菓子を作っ
てお待ちしております。100円（税込）～

わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒422-8004 静岡市駿河区国吉田1-17-14
TEL 054-267-6623　FAX 054-264-1923
http://j-netrentacar.co.jp

Ｊネットレンタカー静岡店

〒420-0067 静岡市葵区幸町10-1
TEL 054-266-6192
http://ja-jp.facebook.com/pages/Patisserie-Le-Teignier/683140378394669

パティスリー ル テニエ
〒421-1215 静岡市葵区羽鳥1-15-4
TEL 054-277-2081　FAX 054-277-2096
http://www4.tokai.or.jp/kitagawasekkei/

㈱北河建築設計

アイスミントスパで、この夏を変えよう！
しみわたる潤い感、心地良い氷結感で頭の匂いをブロックし

ます。このメカニズム
で活き活きとした頭
皮と艶のある毛髪に
仕上げ、爽やかなテ
ィアロマの香りと、ク
ール感を楽しめます。
アイスミントスパ
メニュー 3,000円～

〒422-8021 静岡市駿河区小鹿429-1
TEL 054-289-6969　FAX 054-289-6970

ビラ・サンテ㈱

〒424-0815 静岡市清水区江尻東1-4-17
TEL 054-364-0738　FAX 054-364-0738

ヘアハウス midorican hair

〒420-0068 静岡市葵区田町5-15
TEL 070-5256-5598　FAX 054-252-6725
http://www.facebook.com/atorie.creve?ref=hl

夢と創作のアトリエ・クレーヴ

県内初の本格的な
糖質制限食品
専門店！

糖尿病、メタボリック症候群等
に対応する『糖質制限食』。炭
水化物(糖質)とうまくつきあって
スリムに健康に。米、粉や麵類、
調味料、パン、ジャム、味付けご
飯、パスタソース、味付き魚など
簡単で美味しいものばかり。お
電話でのお問合せもどうぞ。

雨漏り調査料は報告書込10.8万円～

雨漏り、タイルの浮き、大規模修繕はお任せ
雨漏り、タイルの浮き、大規模修繕を調査修繕計画します。
保険が利かない建物では、弁護士連携で修繕費用の一部を請

負者に負担する手続きも場合により行い
ます。直した
いけど？？？
わからないと
きは連絡く
ださいませ。

若き天才パティシエ！
パリの味を静岡に。

「ピエールエルメ パリ 東京」で
シェフパティシエを勤めたフラン
ス人、ル テニエ リュドヴィック
が２０１４年４月に開店。美しく
深い味わいのケーキ、マカロン
等取り揃え、皆様のお越しをお
待ちしております。

200～680円（税込）

ハイクオリティな
Ｊネットブランドの
レンタカー！

Ｊネットレンタカー静岡店では、
最新の乗用車からワゴン車、
話題のハイブリッドカー、法人
様にお役立ちの営業車から
貨物車まで豊富に取り揃えて
おり、様々なニーズにお応え
致します！是非お問い合わせ
下さいませ！！



「静岡市のタクシー会社」特集「静岡市のタクシー会社」特集「静岡市のタクシー会社」特集わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

観光タクシー

料　金（例）：ジャンボ(９名様)20,710円、中型車(５名様)16,500円、小型車(４名様)14,500円。
　　　　　  ※ロープウェイ運賃・入場料・拝観料は料金に含まれません。

静岡市中心部 ⇒ 駿府城公園 ⇒ 日本平～久能山東照宮・博物館～日本平 ⇒ 静岡駅
②「家康公ゆかりのコース」（２時間３０分）

静岡駅 ⇒ 静岡浅間神社・静岡市文化財資料館 ⇒  駿府城公園 ⇒ 日本平～久能山東照宮・博物館～日本平 ⇒ 静岡駅
①「家康公ゆかりの文化財めぐり」（４時間３０分）

料　金（例）：ジャンボ(９名様)37,350円、中型車(５名様)29,700円、小型車(４名様)26,100円。
　　　　　  ※ロープウェイ運賃・入場料・拝観料は料金に含まれません。

※利用状況や料金等は各社にお問い合わせください。

静岡市内に点在する徳川家ゆかりの地を、タクシーで巡ってみてはいかがでしょうか。

当会議所会員事業所のタクシー会社を一部ご紹介いたします。各社特徴があり、様々なサービスを提供しています。
移動の際にはどうぞご利用下さい。

〒420-0915 静岡市葵区南瀬名町22-45
TEL 054-262-1212　FAX 054-261-7020

アサヒ交通㈱
〒422-8046 静岡市駿河区中島687-1
TEL 054-286-0410　FAX 054-284-2738

㈱アンビ・ア タクシー静岡事業部

当社は1941（昭和16）年にタクシー事業から開始し、多くの
サービス業を展
開しながら地
域密着型企業
として「快適・
安全・迅速」を
モットーに現在
も歩み続けて
います。

女性も活躍しています。 地域密着タクシー会社を目指しています。
わが社は市内で最多のプリウスを有し、「親切・快適・安心」を
モットーに営業しています。ご利用いただいたお客様に心地よ
いひと時をご提供できるよう、社員一同日々努力しています。



会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

親しみある安全なタクシー会社を目指して
当社は静岡市清水区で営業しているタクシー会社です。無事
故無違反を目標に、皆様に安心されるタクシーを目指してい

ます。もっと身近
な乗り物として使
って頂けるように、
これからも充実し
たサービスを提供
していこうと思っ
ています。

24時間対応しています
当社では「親切でいつでも間に合う」を心掛け、主に清水区中

心部の飲食店や港
湾関係のお客様に
ご利用頂いており
ます。港町や旭町、
山切、村松等に乗
り場があるほか、お
電話で日時や場所
の指定も受け付け
ています。

昨年度市内で生まれた赤ちゃんの４人に一人が、陣痛タクシ
ーにご登録いた
だきました。多くの
お母様に安心感
をご提供できたの
ではないかと思い
ます。皆さまから
の信頼に応えら
れるよう日々邁進
していきます。

日本平や三保松原、久能山東照宮などの観光名所へ、経験
豊かなドライバーがご案内いたします。南アルプス登山に向
け、静岡市内～畑薙ダムまで定額にて送迎もしています。時
間に融通の利くタクシーをぜひご利用ください。

陣痛タクシー等、安心・安全を提供します。

観光タクシーをご利用ください

1967年創業当時、日本平山頂と久能山下に車庫を置き営
業。社名由来も有度
山（現日本平）のタク
シーから名付け。久能
山山腹には徳川家康
公ゆかりの東照宮が
あることから葵の御紋
をドアに貼り他県お客
様に好評です。

高級感あり。葵の御紋入り黒塗りタクシー

〒422-8074 静岡市駿河区南八幡町25-25
TEL 054-284-2111　FAX 054-283-1182
http://www.shizutetsu-taxi.co.jp

静鉄タクシー㈱
〒422-8004 静岡市駿河区国吉田4-10-1
TEL 054-263-5530　FAX 054-335-1322
http://udokoutuu.jimdo.com/

うど交通㈱

小型初乗り運賃 690円（税込）

〒422-8076 静岡市駿河区八幡1-4-30
TEL 054-285-7464　FAX 054-281-2524
http://www.shizuoka-chuou.co.jp/

静岡中央タクシー㈱
〒424-0943 静岡市清水区港町1-2-20
TEL 054-353-2335　FAX 054-354-0084

島崎タクシー㈱

〒420-0944 静岡市葵区新伝馬3-1-5
TEL 054-271-1121　FAX 054-271-1123
http://www.2454501.jp

静岡ひかりタクシー㈱

静岡商工会議所監修「徳川
家ゆかりの地をめぐる静岡の
旅」にも対応できるよう、有志
一同で勉強会をしました。静
岡ひかりタクシーで巡る静岡
『歴タク』はいかがでしょう。

配車ご用命は０５４－２７１－１１２２

〒424-0935 静岡市清水区沼田町4-14
TEL 054-334-2751　FAX 054-364-7811

㈱静清交通

ジャンボ1時間貸切8,520（税込）



気持ち良く働ける会社を目指してます！
どこの会社も乗務員数が足りないのでは？そこで耳寄りな情

報です。2種免許
があり、健康であれ
ば、この先70を過
ぎても現役で仕事
ができます。うちの
稼ぎ頭は、なんと
言っても、最年長
77歳の好青年で
すからね！

当社は人々の移動を真面目に考え、次 と々移動商品を発売し
ています。BBQタクシーも相変わらず大盛況！！なぜか男性社会

のイメージが強い
タクシー業界、し
かし！躍進する当
社は女性職員も
元気に大活躍中
ですよ。

当社を表す一言、それは！ ☆躍進☆

〒420-0801 静岡市葵区東千代田3-8-1
TEL 054-261-0360　FAX 054-264-4690
http://chiyodataxi.com/

千代田タクシー㈱

〒422-8033 静岡市駿河区登呂1-19-16
TEL 054-281-1011　FAX 054-284-3411

大東交通㈱
〒424-0847 静岡市清水区大坪1-3-17
TEL 054-347-1500　FAX 054-347-1508

港タクシー㈱

〒422-8067 静岡市駿河区南町4-36
TEL 054-281-3443　FAX 054-284-8486

大和タクシー㈱

安心と笑顔でお供します
昭和２５年創業以来、安全第一を心がけ、お客様に喜んでい
ただける事を喜びに業務に励んでおります。お客様の足として

近距離でも長距
離でも、お気軽に
ご利用下さい。貸
切、観光等のご
要望にもお答えし
ます。

〒420-0042 静岡市葵区駒形通2-2-25
TEL 054-254-2471　FAX 054-254-5327

辰巳タクシー㈱

地元清水に愛され６０年以上
地域密着型を目指す当社には女性ドライバーが多く在籍し、
女性ならではの親切・丁寧で高齢者の方に喜ばれています。

希望によりハイヤ
ー仕様にて送迎も
可能ですよ♪他に
も三保松原にはタ
クシーを常駐させ
ていますので、観
光客にもご利用頂
いています。

支えられて50年
昭和40年8月、曲金において創業し今年で50年になります。
これからも今まで以上に、病院・福祉センターなど利用する

方々、高齢者・障
害のある方々に
も、安全・親切・
丁寧をモットーに
地域に貢献でき
るよう努力してま
いります。

〒422-8006 静岡市駿河区曲金4-9-12
TEL 054-282-7062　FAX 054-284-3292

㈱大栄タクシー

安全・安心・親切・大東交通株式会社
当社は駿河区の登呂遺跡近くに会社があり駅南を中心に営

業しています。
雨天時や早朝・
深夜は、お早め
にご連絡下さ
い。ベテラン運
転手さんがお
伺いします。

「静岡市のタクシー会社」特集「静岡市のタクシー会社」特集「静岡市のタクシー会社」特集わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画



枕に幅の異なった折り目が付いており、これを巻いていき、重
ねたりずらすことにより高さの調整が無段階で可能。適度な

柔らかさをもたら
すナジームとビー
ズを混合（特許
出願中）して使
用しており、丸洗
いもできます。

水中での抵抗力を抑制する真鯛釣り用ルアー

〒424-0045 静岡市清水区東大曲町4-18
TEL 054-366-1612　FAX 054-366-1738
http://www.rakudes.com/

RAKUDES （㈱丸井商事）

高さを無段階に調整でき身体にフィットする枕

〒422-8036 静岡市駿河区敷地1-20-15
TEL 054-238-0223　FAX 054-238-0131
http://jackson.jp/

㈱ジャクソン

海底への沈下スピードをアップさせ、まっすぐに沈下するようル
アー表面にディ
ンプル加工を施
し、水に濡れたリ
ーダーでもスム
ーズに通すこと
ができるよう、外
通し方式を採用
した真鯛釣り用
ルアーです。

〒421-0103 静岡市駿河区丸子7-3-29
TEL 054-259-5511　FAX 054-259-5734

㈲しらい酒店

1000年以上の歴史がある丸子の梅の実を塩漬けの工程と
天日干し後の熟成に
おいて「土蔵」という
手法を採用すること
により、適度な温度
と保湿効果によりふ
っくらとした食感が実
現しました。今年は
大きくていい梅干し
が出来そうです！

土蔵で熟成させた丸子の梅干し

〒424-0065 静岡市清水区長崎241
TEL 054-345-2186　FAX 054-346-4392
http://www.yamazaki-metal.co.jp/index.php

㈱山崎製作所

〒421-0113 静岡市駿河区下川原3-6-19
TEL 054-205-8882　FAX 054-205-8882
http://www.fujiyamawash.com/

㈲ネイティブグラフィック
〒421-0104 静岡市駿河区丸子芹が谷町1-10-3
TEL 054-269-5273　FAX 054-269-5274
http://www.luxe-and-design.com/

㈱リュクスアンドデザイン

ペーパースラッジと廃プラスチィックを原材料とするデッキ材に
独自加工でリアル
な木目柄を施しま
した。木目柄なら
ではのヴィンテー
ジ感のあるデッキ
材が完成し、それ
を活用した各種
エクステリアが大
変好評です。

ヴィンテージテイストのデッキ材「ラスティバル」
富士山のスコリア(軽石)は、通常のストーンウオッシュよりもアタ

リ(ダメージ)が強
いため、配合調
整を行い、色の
脱落やジーンズ
特有の破れ具合
など素材にあわ
せた最良の洗い
加工処理したデ
ニム商品です。

富士山麓のスコリアで加工処理したデニム商品

12,000円（税別）

140g 324円（税込）

伝統的な文様を
板金加工したメタル
インテリア・雑貨
従来のインテリア家具にデザイン
性を付加し、デザインから切断、曲
げ・精密加工、溶接組立、塗装・表
面処理を含む仕上げまで一貫体
制により、日本の伝統的な文様を
金属で表現したメタルインテリア・
雑貨です。

中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新計画を作成し、中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新計画を作成し、
県の承認を得ることで様々な公的支援を受けられます。当会議県の承認を得ることで様々な公的支援を受けられます。当会議
所の支援を受け承認を得た事業所の一部を紹介します。所の支援を受け承認を得た事業所の一部を紹介します。

中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新計画を作成し、
県の承認を得ることで様々な公的支援を受けられます。当会議
所の支援を受け承認を得た事業所の一部を紹介します。

新事業に取り組む皆様のご相談をお待ちしています。　相談窓口：マーケティング支援室



菊川カントリークラブ
TEL0537-36-1171

オープンコンペ
☆大　塚　杯　8月7日（金）　スタート枠　７：５６～１０：０９
☆清酒喜平杯　9月4日（金）　スタート枠　７：５６～１０：０９
※参加費なし  昼食付 11,800円
　Ｗペリア方式（ハーフ集計）　優勝・２位・３位・飛び賞

昼食付感謝企画
キャディ付４バック１Ｒ料金を表示しています

8月4日（火）～7日（金）
8月8日（土）
9月4日（金）・9月8日（火）～11日（金）
9月21日（月祝）

昼食付 11,800円
昼食付 16,120円
昼食付 11,800円
昼食付 15,580円

15,040円

10,720円
14,500円
13,960円

感 謝 デ ー
8月1日（土）・2日（日）・15日（土）・16日（日）・22日（土）・23日（日）
9月19日（土）・20日（日）
8月18日（火）～21日（金）・8月26日（水）～28日（金）
9月1日（火）～3日（木）・9月29日（火）～30日（水）
9月22日（火祝）
9月23日（水祝）

し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

　

当
社
は
一
般
住
宅
の
外
装
工
事
、主
に
屋
根
、

外
壁
工
事
を
主
体
に
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
、

そ
れ
に
伴
う
塗
装
、防
水
、太
陽
光
発
電
ま
で

住
宅
外
装
の
こ
と
な
ら
す
べ
て
お
任
せ
下
さ
い
。

　

静
岡
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、各
市
町

村
す
べ
て
に
お
い
て
そ
の
町
の
産
業
の
特
色
が
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。た

と
え
ば
浜
松
で
あ
れ
ば
大
企
業
の
工
場
が
あ

り
、雇
用
の
需
要
が
あ
り
、そ
し
て
そ
れ
が
町
全

体
の
構
図
を
作
っ
て
い
ま
す
。静
岡
は
本
来
も
の

づ
く
り
の
街
で
す
。家
具
・ひ
な
人
形
・サ
ン
ダ
ル

製
造
等
、細
か
い
技
術
、い
わ
ゆ
る
職
人
の
街
だ

と
思
い
ま
す
。職
人
と
言
う
と
そ
う
い
っ
た
製
造

業
を
連
想
し
が
ち
で
す
が
、建
設
業
も
職
人
の

世
界
で
す
。今
ど
き
の
若
い
世
代
は
何
か
と
こ

う
い
っ
た
仕
事
は
敬
遠
し
が
ち
で
す
が
、町
全
体

が
職
人
の
育
成
、技
術
・
資
格
取
得
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
け
ば
、雇
用
の
促
進
や
町
の
発
展

に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

㈱JTC　建設事業部長
静岡商工会議所青年部 平成27年度 YEG人づくり委員会 副委員長

星座 ： おうし座  血液型 ： O型  趣味 ： サッカー
TEL ： 054-283-3077

望月 篤仁さん

　

駅
・
車
掌
業
務
を
経
て
、在
来
線
運
転
士
と
し

て
、現
在
は
熱
海―

豊
橋
間
を
乗
務
し
て
い
ま

す
。運
転
士
に
な
り
６
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、常

に
心
が
け
て
い
る
の
は「
安
全
安
定
輸
送
」で
す
。

お
客
様
の
命
を
預
か
る
身
と
し
て
責
任
を
も
っ

て
運
転
し
て
い
ま
す
。ま
た
お
客
様
が
快
適
に
ご

乗
車
頂
け
る
よ
う
、職
場
内
に
あ
る
運
転
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
で
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

当
運
輸
区
に
は
私
も
含
め
女
性
運
転
士
が
７
名

在
籍
。ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、も
し
見
か
け

た
ら
遠
慮
な
く
お
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

車
内
か
ら
ご
覧
頂
け
る
景
色
の
お
勧
め
ポ
イ

ン
ト
は
、興
津―

由
比
間
か
ら
望
む
富
士
山
で

す
。朝
日
や
夕
日
、時
間
に
よ
っ
て
見
え
方
が
違

う
の
で
、電
車
に
何
度
乗
っ
て
も
楽
し
め
る
ビ
ュ

ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
。シ
フ
ト
に
よ
っ
て
は
平
日
が

休
み
と
な
る
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、そ
う
い
っ
た

日
に
は
人
が
少
な
い
静
か
な
カ
フ
ェ
で
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
、日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て

い
ま
す
。

安
全
安
定
輸
送
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

東海旅客鉄道㈱ 静岡運輸区

星座 ： しし座　血液型 ： A型　趣味 ： 音楽・映画鑑賞、カラオケ、カフェ巡り
TEL ： 050-3772-3910（サービス相談室）

辻　裕子さん

職
人
育
成
や

技
術・資
格
取
得
支
援
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

石橋三洋さん

元日本生命保険相互会社  代表取締役副会長

Mitsuhiro Ishibashi

さ
ん
も
お
ら
れ
、景
気
に
敏
感
で
す
。取
引
先
を

回
り
、経
営
の
厳
し
さ
、変
化
へ
の
対
応
の
難
し

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、現
場
の
生
の
声
を
聞
く

と
い
う
の
が
経
営
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ
と
だ

と
強
く
思
い
ま
し
た
。首
都
圏
で
仕
事
に
携
わ
っ

て
い
る
方
に
は
特
に
求
め
た
い
で
す
ね
」。

　

近
年
、企
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
。

石
橋
さ
ん
は「
そ
れ
自
体
は
良
い
こ
と
だ
」と
し

な
が
ら
も
、「
同
時
に
、日
本
的
な
経
営
の
良
さ

を
持
ち
続
け
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」と

願
う
。「
企
業
は
法
人
と
い
う
人
格
を
持
つ『
ヒ

　

控
え
め
、誠
実
な
人
柄
が
言
葉
や
所
作
か
ら
に

じ
み
出
る
。就
職
は
迷
わ
ず
日
本
生
命
を
選
ん

だ
。バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
日
本
の
生
命
保
険
業
界
を

支
え
た
一
人
と
し
て
、そ
の
実
力
を
評
価
す
る
声

は
今
も
多
い
。

　

バ
ブ
ル
が
弾
け
た
こ
ろ
、日
本
経
済
の
中
心
で

あ
る
千
代
田
、港
の
両
区
を
担
当
す
る
千
代
田

総
支
社
長
に
。「
東
京
の
ど
真
ん
中
と
い
う
の
は
、

大
企
業
ば
か
り
で
な
く
、中
小
企
業
の
事
業
主

ト
』で
あ
っ
て
、モ
ノ
と
か
商
品
で
は
な
い
ん
で

す
」。

　
「
私
は
静
岡
そ
の
も
の
で
す
か
ら
」―

。静
岡
へ

の
愛
着
、こ
だ
わ
り
は
人
一
倍
強
い
。「
東
京
に
近

い
静
岡
の
メ
リ
ッ
ト
や
、特
色
を
生
か
し
、確
立

し
、首
都
圏
と
の
連
携
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

方
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

　
一
つ
は
、日
銀
を
含
め
、静
岡
市
に
あ
る
国
の
出

先
機
関
の
受
け
皿
と
な
る
組
織
を
つ
く
り
、静
岡

の
盛
り
上
げ
、振
興
に
つ
な
げ
て
い
け
な
い
か
、と

い
う
構
想
。規
模
は
違
う
が
、似
た
よ
う
な
構
想

は
関
西
財
界
が
主
導
し
て
実
現
し
た「
関
西
広

域
連
合
」が
あ
る
。

　
「
そ
れ
と
、安
心
し
て
静
岡
に
来
て
も
ら
う
た

め
災
害
対
応
は
全
国
一
、ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
モ
デ
ル

都
市
で
す
ね
。災
害
に
万
全
な
都
市
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
せ
る
意
味
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」。

　

そ
の
上
で
、首
都
圏
か
ら
人
を
呼
び
込
む
取
り

組
み
の
強
化
策
と
し
て
、商
工
会
議
所
が
中
心
と

な
り
、静
岡
の
伝
統
産
業
や
水
産
加
工
、精
密
機

械
工
場
を
は
じ
め
農
林
漁
業
に
ま
で
広
げ
た
見

学・体
験
ツ
ア
ー
な
ど
の
、よ
り
積
極
的
な
企
画
、

推
進
を
挙
げ
る
。「
施
設
を
見
学
す
る
だ
け
で
も

楽
し
い
で
す
か
ら
」。

　

静
岡
市
内
の
企
業
の
社
外
監
査
役
を
務
め
、

毎
月
静
岡
へ
通
う
。「
育
て
て
く
れ
た
静
岡
に
少

し
で
も
ご
恩
返
し
に
な
れ
ば
と
引
き
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」と
明
快
だ
。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
提
供
：
石
橋
氏
）

経
営
に
大
事
な
生
の
声

静岡市葵区生まれ。県立静岡高校卒業、京都大学法学部卒業。1966年、
日本生命保険相互会社入社、ロンドン事務所長、ニューヨーク事務所長、
取締役千代田総支社長などを経て、常務取締役、代表取締役専務、代表
取締役副社長、2005年、代表取締役副会長に就任。10年、代表取締役
副会長退任。72歳。
この間、大阪商工会議所副会頭などを歴任。現在、株式会社静岡銀行と
株式会社村上開明堂のそれぞれ社外監査役を務める。

経 歴

首都圏の人呼び込む策
会議所主導で

災
害
対
応
Ｎ
Ｏ
．１
都
市
に



　
「
サ
ン
グ
リ
ア
」は
、久
能
海
岸
通
り
の
久

能
山
下
の
東
の
高
台
に
建
つエ
ス
パ
ニ
ア
ホ
テ
ル

「
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
」の
１
階
に
あ
り
ま
す
。

　

店
内
に
は
、フ
ラ
メ
ン
コ
の
音
楽
が
流
れ
、ス

ペ
イ
ン
直
輸
入
の
テ
ー
ブ
ル
、椅
子
、調
度
品
が

並
ん
で
い
ま
す
。海
側
の
席
か
ら
は
駿
河
湾
が

見
え
、奥
の
席
は
隠
れ
家
の
雰
囲
気
。１
９
７

５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
静
岡
に
ス
ペ
イ
ン
料
理

を
紹
介
し
、創
業
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
日
の
料
理
は
、店
長
で
調
理
長
の
佐
藤

恭
平
さ
ん
が
提
案
す
る「
期
間
限
定
コ
ー

ス
」。ピ
ン
チ
ョ
ス
は
、久
能
の
農
家
か
ら
仕
入

れ
た
葉
生
姜
に
ス
ペ
イ
ン
産
セ
ラ
ー
ノ
ハ
ム
を

巻
き
、軽
く
炙
っ
た
も
の
と
、三
保
産
レ
ッ
ド

オ
ー
レ
を
ニ
ン
ニ
ク
ソ
ー
ス
で
。ス
ペ
イ
ン
サ
ラ
ダ

は
、ニ
ン
ジ
ン
を
タ
マ
ネ
ギ
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
和

え
た
も
の
。

　

シ
ャ
ン
ピ
ニ
オ
ン・セ
ゴ
ビ
ア
風
は
、長
谷
川

農
産
の
マッ
シ
ュル
ー
ム
を
オ
イ
ル
煮
で
。海
老・

蟹
な
ど
を
２
日
間
煮
込
ん
だ
ソ
ー
ス「
海
老
の

カ
タ
ラ
ン
風
」を
絡
め
た
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
ニ
。清

水
港
水
揚
げ
マ
グ
ロ
の
グ
リ
ル
は
刻
ん
だ
野
菜

の
さ
っ
ぱ
り
し
た
ビ
ネ
ガ
ー
ソ
ー
ス
で
。国
産

牛
ラ
ン
プ
肉
の
カ
ツ
レ
ツ
は
ス
ペ
イ
ン
の
デ
ミ
グ

ラ
ス
ソ
ー
ス
で
。お
皿
に
残
っ
た
ソ
ー
ス
は
パ
ン

で
食
べ
る
の
が
ス
ペ
イ
ン
風
。

　

魚
貝
の
ミ
ッ
ク
ス
パ
エ
リ
ア
は
、パ
エ
リ
ア
用

に
配
合
し
た
生
米
、海
老
、タ
ラ
、イ
カ
、ム
ー

ル
貝
、ホ
タ
テ
、若
鶏
、チ
キ
ン
ベ
ー
ス
の
ス
ー
プ

を
鉄
鍋
に
入
れ
て
30
分
か
け
て
炊
き
あ
げ

た
、ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
料
理
で
す
。

　

週
末
の
夜
は
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
の
生
演
奏

が
各
テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
り
ま
す
。月
１
回
の
フ

ラ
メ
ン
コ
シ
ョ
ー
は
早
め
に
予
約
を
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】
【施　設】
【所在地】

ガーリックチキン980円。イカの墨煮
980円。イベリコ豚肩ロースのグリル
1800円。ランチ2200円～（２名様よ
り）。サングリアコース4100円～（２名
様より）。グラスワイン650円～。※す
べて価格は税別。
11時～22時30分（L.0.）。年中無休。
テーブル68席。駐車場70台。
静岡市駿河区根古屋162-1
TEL ０５４‐237-5903

http://www.sangria.co.jp/

能「ペ並見５を恭スれ巻オはえ

期間限定コース4500円＋税。写真の料理は２人前。左から、シャンピニオン・セゴビア風。清水港水揚げマグロのグリル・野菜のベネグリットソースと共に。オリーブ香る
自家製パン。ピンチョス３種盛り合わせ（久能名産葉しょうがの炙りセラーノハム巻き・三保産レッドオーレをニンニクソースで、他）。魚貝のミックスパエリア。海老のカタ
ラン風を絡めたスパゲティーニ。ソルベ。国産牛ランプ肉のカツレツ・ちょっと甘めのエスパニョーラソース。スペインサラダ。※コースにはカフェが付きます。

佐藤恭平氏店長

日
本
平
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

久能山東照宮

久能山東照宮
博物館

久能の里

徳音院

久能局

GS
石橋旅館

ローソン
久能山下

横山洋品店横山洋品店横山洋品店

ホテル
グリーンヒル

ホテル21

根古屋公民館根古屋公民館根古屋公民館

久能稲荷神社 白髭神社

八幡宮

駿河湾
早川農園

清水
バイ
パス



TEL（054）252-2121

静岡県信用保証協会

〒420-8710  静岡市葵区追手町5-4
アーバンネット静岡追手町ビル5階

浜 松 支 店

本店 営 業 部

TEL（053）458-1212
〒430-8666  浜松市中区田町330-5

遠鉄田町ビル6階

沼 津 支 店

TEL（055）926-0100
〒410-8691  沼津市米山町6-5

沼津商工会議所会館3階



総合物流業

代表取締役会長　小長谷修誠
代表取締役社長　宗　敏之　

本社　静岡市清水区港町二丁目9番5号

東京・横浜・沼津・焼津・藤枝・御前崎・袋井・浜松・豊橋・名古屋・諏訪
バンコク・レムチャバン・ジャカルタ・上海・寧波・杭州・泰州

TEL 〈054〉353-2151
FAX 〈054〉353-2320

静岡県中小企業再生支援協議会
〒420-0851　静岡市葵区黒金町20-8　静岡商工会議所会館3階
TEL 054-253-5118　FAX 054-253-7895

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家8名が常駐し、いつでもあなた
の相談に応じます。

地域全体が
バックアップ！！

静岡県内の中小企業支援団体や
金融機関など、地域が一体となっ
て企業再生をバックアップします。

キャッシュフロー不足等、財務上の問題をはじめ様々な経営課題
を抱えているが、将来性の見通しと事業再生の意欲がある静岡県
内の中小企業を対象とします。

当協議会の活動実績
〔平成27年5月31日現在〕 ◆相談取扱案件 919社  ◆再生計画策定支援案件 361社

お問い合わせは

■各地商工会議所、商工会（商工調停士、経営指導員）
■政府系金融機関、銀行協会、信用金庫協会
■弁護士会、会計士協会、税理士会、中小企業診断士協会

具体的な経営課題の抽出

中小企業支援団体との連携による
対応策のアドバイス

中小企業支援団体

再生支援の流れ

経営相談（1次対応）1

中小企業診断士、弁護士、公認会計士、税理士
等の専門家による再生支援チームのサポート

再生計画の策定支援

再生計画の実行とフォローアップによる支援

再生支援（2次対応）2

支援対象企業

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家8名が常駐し、いつでもあなた

■各

中
対

1
厳しい経営環境にある
中小企業の皆さまに、専門家集団が
前向きに再生を支援します！
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info@
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